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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン:PTBドメインは受容体との相互作用を媒介します。,機能:DOKタンパク質は、酵素的に不活性なアダプターまたは足場タンパク質です。これらは、多分子シグナル伝達複合体の組み立てのためのドッキングプラットフォームを提供します。DOK3は、INPP5D/SHIP1との相互作用を介してB細胞におけるJNKシグナル伝達の負の調節因子です。ABL機能を調整する可能性があります。,PTM:恒常的にチロシンリン酸化されます。,PTM:IL2刺激により、おそらくSrcキナーゼによってC末端チロシン残基がリン酸化されます。ABLキナーゼによってもリン酸化される可能性があります。,類似性:DOKファミリーに属します。タイプAサブファミリーです。,類似性:1つのIRS型PTBドメインを含みます。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,サブユニット:チロシンリン酸化されると、SH2ドメインを介してCSKおよびINPP5D/SHIP1と相互作用します。 Tyr-381とTyr-398はどちらもINPP5Dとの相互作用に必要です。CSKとの相互作用にはTyr-381のみが必要です。PTBドメインを介してキナーゼ依存的にABLに結合します。RasGAPとは相互作用しません。,組織特異性：脾臓で発現します。,ドメイン：PTBドメインは受容体との相互作用を媒介します。,機能：DOKタンパク質は酵素的に不活性なアダプターまたは足場タンパク質です。多分子シグナル伝達複合体の組み立てのためのドッキングプラットフォームを提供します。DOK3は、INPP5D/SHIP1との相互作用を介してB細胞におけるJNKシグナル伝達の負の調節因子です。ABL機能を調整する可能性があります。,PTM：恒常的にチロシンリン酸化されます。,PTM：IL2刺激により、おそらくSrcキナーゼによってC末端チロシン残基がリン酸化されます。 ABLキナーゼによってリン酸化される。,類似性：DOKファミリーに属する。タイプAサブファミリー。,類似性：IRS型PTBドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,サブユニット：チロシンリン酸化されると、SH2ドメインを介してCSKおよびINPP5D/SHIP1と相互作用する。INPP5Dとの相互作用にはTyr-381とTyr-398の両方が必要である。CSKとの相互作用にはTyr-381のみが必要である。PTBドメインを介してキナーゼ依存的にABLに結合する。RasGAPとは相互作用しない。,組織特異性：脾臓で発現する。,
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	DOK3抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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